
 

 

岡田講師のお話 

 

謝辞を述べる 小林 照和さん (普通科 園芸 2組) 

第 41回書き初め展 毎日大賞 

(研)漢字２組 藤井敬三 

第 40回近県書き初め展 福山市長賞 

(研)仮名１組 佐道 正子 

 

 

 

 

新年度（第 46 期）の取り組み 

入学手続きの日程 
○ １教科目 

・第 二 次  3 月 1１日（金） 1-2 教室 （第一次募集で出願教科・組に入級出来なかった方

を対象に，欠員のある教科・組について先着順で受付） 
 

○ ２教科目    3月 18日（金） 講 堂  （第二次募集で定員に達しなかった教科の再募集） 

○ ３～５教科目  3月 25日（金） 1-2教室 （２教科目募集で定員に達しなかった教科の再募集） 

・何れも午前 9時から先着順で受付。 

・2教科目以上の合格者は，その場で運営費及びパソコン科は機器維持費も入金。 
 

○ 中途入学  ８月末まで随時受付 （定員に達していない教科について随時受付） 

 

環境整備の作業日  3月 17日（木） 午前 9 時 30分 

 普通科の各クラスから２名ずつ，各クラブから5名ずつ選出された方にご苦労をかけます。 

 

第 46 期の入学式  4月 5日（火） 午前 10時  リ―デンローズ大ホール 

 新年度からの学生生活にかかわる重要書類の配布と学長の講話があります。この入学式を新年度の講義

として位置付け，出席回数の対象とします。 

 

新学期の始業日  月曜組 4月１１日  火曜組 4月 12日  水曜組 4月 13日 

木曜組 4月 14日  金曜組 4月 15日 
 
退任講師のお知らせ 
 本年度末をもって次の方々が退任されます。老大発展へのご尽力に感謝申し上げます。 
 

・写真講師 上野 真弓 先生（勤続 21年） ・手芸講師 山上 妙子 先生（勤続 21年） 

・園芸講師 岡田 恵 先生（勤続 9年） ・ハーモニカ講師 宗清 征治 先生（勤続 8年） 

・園芸講師 山﨑 建郎 先生（勤続１年） ・園芸助手 大野 忠實 先生（勤続 3年） 
 

今年度も看護学生が教育実習に 

福山市医師会看護専門生 42名が 1・２月に 6班に分かれて実習に来られました。「病院実習で接する高

齢者とは大きく違う，元気な老大生に驚き，その楽しそうな姿に感動しました。これから看護師となって

高齢者を担当した時，治療が効果をあげて，再び元気を取り戻される姿を描きながら看護にあたろうと強

く思った」とレポートにつづられています。 

 

 

 

 

 

 

 

コーラスフェスティバル 声高らかに 爽やかに 

福山市内から 27団体が参加した今年のフェスティバルは，去る

１月 31日にリ―デンローズ大ホールで盛大に開催されました。 

音楽ダンスクラブは 95名が元気に出演し，「荒城の月」と「高原

列車は行く」を声高らかに唄い，大きな拍手をいただきました。 

 恒例のインタビューでは，「クラブ員は 60 歳代から 90 歳代ま

でが一緒に楽しく練習に励んでいる。老人大学は学生数を増やすよ

う新規学生を募集している」旨を話しました。 

昨年からは，老大からコーラス科１組の学生も出演するなど，歌声の輪が広がっています。 

         （音楽ダンスクラブ代表 伊藤 清人） 

輝かしい受賞の数々 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ばらづくり講座」修了式の謝辞 ―2 月 18 日― 

今年度の「ばらづくり講座」の修了式にあたり，受講生を代表してご挨拶申し上げます。 

岡田先生，桑田先生には１０回の講座において解り易い講義，実習を熱心にご指導して頂き，お蔭様で， 

ばら栽培の技術の基本を習得することができました。感謝の気持ちでいっぱいであります。また，受講生同

士，年代を超えて親睦が深まったことも良かったと思っています。 

福山市は，今年，市制１００周年を迎え，「１００万本のばらのまち」を目指した活動に取り組んでいます。

私たちは，この活動の一助として，この講座で習得した知識を生かし，各地域の「ばら花壇づくり」等に積極

的に参加していきます。 

ばらづくりは難しく，一朝一夕に上手くなるものではありません。各種の講習会，自己研鑚で技術の向上

に努めていきます。 

結びに，本講座の継続・発展と，本年度末を以て退任される岡田先生のご健康とご多幸を祈念し，お礼のご

挨拶とさせていただきます。有難うございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 訃報  謹んでご冥福をお祈り申しあげます 

 １月 17日 普通科 古典２組 山本 隆  86歳（霞町）    2月 15日 研級科 民謡 1組 金高 照幸 87歳（緑陽町） 

平成 28 年 3 月 10 日 福山市老人大学 学生会 発行 

〒720-0816 福山市地吹町 12-7   ＴＥＬ925-2982 
№209(第45期  修了式 特集号) 

学級費残金の寄付 

16クラスから合計 12,712円をいただき，学生会一般会計に繰入れました。 

第 21回ふくやま「ばら」 

写真コンテスト 

(研)写真 田口 孝 



 

 

自動販売機 決算書 

 

財産目録（預金）広島銀行福山南支店 

定期預金 1,000,000円 平成 28年 1月 31日現在 

 

学生会 第 45 期 常任委員会・第 2 回総会  

 

2 月 12 日午前 10 時から常任委員会を

40名の出席で開催。伊藤会長の挨拶と髙橋

学長の祝辞を受け，若林副会長を議長に選

任。今年度の事業報告と会計・監査報告が，

質疑応答を経て賛成多数で承認された。 

続いて，来年度の事業計画と予算案を同じ

く賛成多数で承認。 

午後は，出席者全員で記念写真を撮影し，総会を開催。常任委員会と

同内容が提案され，賛成多数で承認された。 

なお，口答提案された二上り踊り，用法被などの購入の件は，3月 10

日の修了式後に臨時総会を開催して，改めて論議することとなった。 

 

新春の事務懇談会 盛会の裏に 

 

今年度，第 3 回となる事務懇談会を１月 8 日にニューキャッスル

ホテルを会場に開催。高橋学長など事務職員４名と伊藤会長を始めと

する本部役員 17名が参加。 

森島事務長の司会で学長・会長の挨拶。続いて第４６期の運営方針

と学生募集の説明を受けて意見交換を行い，学生会として全面支援を

していくことを確認した。         （副会長 若林 宏治） 

 

ボランティアが紡ぐつながり 

    

私達は，次のような多くのことを学び，体験することが出来ました。 

１ 「ボランティアの３要素」とは，①自ら進んでやる「自主性」②見返 

りを求めない「無償性」③自己犠牲をいとわない「利他性」と教わる。 

２ 保育について，「絵本の読み聞かせの仕方」「託児の心得」「子育て応援 

センター」の学習と見学。 

３ 「地域包括支援センター」の活動内容を学んで，その存在の広報の必 

要性を感じた。 

４ 「傾聴の理論と技術」の学習と高齢者施設に出向く実践を体験。 

お話しされる方の笑顔を見て，逆に元気をもらう。 

５ 鞆町のNPO法人「ひとりぼっちにならないで」と熊野町の「ふれあいの広場・クローバー」を見学し， 

地域の居場所づくりや支え合い活動の大切さを実感。 

６ 「手話を通して聴覚障害者を理解しよう」では，福山市は全国的にも早い段階から取り組まれてきたこ 

とと手話による挨拶や自己紹介の仕方を教わる。昨年度の受講をきっかけに「手話サークル」で活動され 

ている方が居られることを知る。 

 以上の学習を通して，ボアンティア活動の重要性を改めて認識し，各地で活動して居られる方々との情 

報交換が出来たことが良かったです。一方，受講生が減っていくのが少し淋しい気がします。 

「助けるつもりが助けられたと感じ，与えているつもりが与えられたと感じる」ボランティアの不思議な

関係である「つながり」をこれからも大切にしていきたいと思います。（中島 秀夫） 

一般会計 決算書 
2015年 2月 1日～2016年 1月 31日 

費 目 ①予算額 
② 

H27決算額 
②-①比較 摘   要 

繰 越 金 3,319,450 3,319,450 0 前年度繰越金 

学生会費 5,302,000 5,190,000 -112,000 
当初入学者 2,000円×2,545人  計 2,595人 

中途入学者 2,000 円×50 人 

預金利息 1,000 834 -166  

雑 収 入 140,000 156,465 16,465 自動販売機手数料・寄付金等 

合 計 8,762,450 8,666,749 -95,701  

 

費 目 ①予算額 
② 

H27決算額 
②-①比較 費 目 ①予算額 

② 

H27決算額 
②-①比較 

設備充実費 1,000,000 805,284 -194,716 慶 弔 費 400,000 285,000 -115,000 

積 立 金 500,000 500,000 0 謝 礼 700,000 637,304 -62,696 

備 品 費 800,000 153,802 -646,198 会 議 費 200,000 143,225 -56,775 

行 事 費 2,600,000 2,371,069 -228,931 図 書 費 50,000 52,760 2,760 

 総務部 900,000 862,808 -37,192 渉 外 費 60,000 101,602 41,602 

 文芸部 900,000 854,910 -45,090 雑 費 100,000 104,316 4,316 

 保健体育部 400,000 309,418 -90,582 予 備 費 1,952,450 0 -1,952,450 

 その他 400,000 343,933 -56,067 次年度繰越金 0 3,116,106 3,116,106 

消耗品費 400,000 396,281 -3,719 合 計 8,762,450 8,666,749 -95,701 

財産目録（預金）広島銀行福山南支店 普通預金 3,116,106円  平成 28年 1月 31日現在 
 

4５周年記念事業特別会計 決算書 

 

費 目 金 額 費 目 金 額 

繰 越 金 500,000 次期繰越金 1,000,000 

積 立 金 500,000   

合 計 1,000,000 合 計 1,000,000 

財産目録（預金）広島銀行福山南支店 

普通預金 57,349円  平成 28年 1月 31日現在 

 

 

 

 

 

 

 

費 目 金 額 費 目 金 額 

繰 越 金 66,527 2015年土地使用料 800 

預 金 利 息  16 自販機電気代(4～9月） 25,920 

ピーターパン 5,400 自販機電気代(10～3月） 25,920 

自販機手数料 138,046 一般会計へ繰入 100,000 

  次年度繰越金 57,349 

合  計 209,989 合  計 209,989 

費 目 金 額 摘 要 費 目 金 額 

繰越金 1,638,879 普通：1,138,879  定額：500,000 ボランティア施設訪問助成金 30,000 

預 金 利 息  254  福山夏祭り（二上り）参加 268,226 

バザー等売上金 576,045 10/24 359,238  10/25 216,807 役員弁当代 101,535 

パン販売（利益） 13,860 10/24  7,360   10/25  6,500 次年度繰越金 1,920,327 

売店手数料 91,050 
文屋 11,650  佐藤食品 9,400   

父石家神田 62,000 焼き芋 8,000   

合  計 2,320,088  合 計 2,320,088 

[収入の部] 

[支出の部] 

[収入の部] ［支出の部］ 

行
事
費
内
訳 

[支出の部] [収入の部] [収入の部] [支出の部] 

バザーほか特別会計 決算書 

 

財産目録（貯金）ゆうちょ銀行 普通預金 1,420,327円 定額預金 500,000円 平成 28年 1月 31日現在 

監 査 報 告 

平成 27 年度（第 45 期）の福山市老人大学学生会一般会計・45周年記念事業特別会計・自動販売機会計・バザーほか

特別会計について監査対象の諸帳簿を照合精査した結果，公正かつ適正に処理されていたことを認めます。 

平成 28年 2月 9日 

監査委員  伊藤 義昌 ㊞  赤木 豐樹 ㊞  寺岡 弘 ㊞ 


